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　糸魚川―静岡構造線断層帯の北端部を構成する神城断層では，2014年長野県北部の地震（Mj6.7）に伴い地

表地震断層を生じた．長野県北安曇郡白馬村堀之内周辺より南の神城断層では明瞭な地表地震断層を伴う活動

は生じておらず，神城断層は小規模な断層不連続や走向変化を伴いながら，大町市平木崎湖の南方に至る約

15km区間にわたり連続して分布する．この未破壊区間は約1200年前の歴史地震で活動したと解釈されている

ものの，具体的なデータは依然として乏しい．そこで，近い将来の地震発生可能性評価に資する最新活動時

期，地震時変位量，平均変位速度を明らかにするため，未破壊区間で実施した古地震調査の結果を概略する． 

 

　１．中綱湖地区 

　（１）中綱湖岸ボーリング調査 

　中綱湖周辺の神城断層は，後期更新世の湖成/河成段丘面および沖積面に東側隆起の撓曲崖やテクト

ニック・バルジを形成し連続的に延びる．比高約15mの低断層崖を挟んで隆起側の段丘面と低下側の低地で実

施したボーリング調査の結果，少なくとも1.0mm/yrの平均上下変位速度が推定された．隆起側のボーリング

には表土直下から細粒な砂層とシルト層の互層が堆積し，下位には粘土・シルトの互層からなる湖成層が堆積

する．湖成層は大峰帯とみられる弱溶結凝灰岩及び角礫岩を不整合に覆い，凝灰岩が深度-25mで傾斜25°の逆

断層により切断される． 

　一方，低下側のボーリングでは，深度-3.5ｍまで細粒な砂層とシルト層の互層が堆積し，上述の湖成層に対

比される層準が深度-3.5〜-11mで観察される．湖成層の最上部付近から19640±70y.B.P.の放射性炭素同位体

年代が得られた．湖成層の下位には深度-33ｍまで扇状地礫層が厚く堆積し，深度-29ｍ付近に傾斜20°の低角

逆断層が認められる．低下側の湖成層と隆起側の段丘面構成層との対比から累積上下変位量は約19ｍと見積も

られ，平均変位速度は1.0mm/yrと推定される．ただし，深度-29ｍでみられる逆断層の存在から判断し

て，ボーリング掘削位置よりも西側を逆断層フロントが延びる可能性がある．湖岸付近の湖底は比高７〜８ｍ

程度の急崖をなしており（Adhikari and Kumon, 2001），この低崖基部が神城断層の変形フロントである可

能性が高い．今後，中綱湖内でも層序や断層構造を確認し，変形帯全体の平均変位速度を精度よく求める必要

がある． 

 

　（２）中綱湖岸ジオスライサー調査 

　最新活動時期，地震時変位量を推定するため，中綱湖東岸で認められる比高２ｍ程度の低断層崖を横断して

群列ジオスライサー・簡易ボーリング調査を実施した．深さ２〜３ｍ程度までの地形地質断面を作成した結

果，下位から，扇状地礫層と腐植質シルト層及び砂層の互層，人工改変土層，東側隆起の撓曲変形と東傾斜の

逆断層が認められる．変形の程度の差異や低下側でアバットする細粒堆積層の地質構造等から判断して，扇状

地礫層堆積以降に２回の古地震イベントが識別できる．暫定的な年代測定の結果では，最新活動は1290±30

y.B.P.以降（西暦664年以降）に生じた可能性が高い．今後，さらに年代測定等を実施して各イベントの発生年
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代を明らかにし，未破壊区間の最新活動時期や活動間隔，地震時変位量等について検討する． 

 

　２．木崎湖南方地区 

　神城断層の南端付近に位置する木崎湖南方地点において，ボーリング調査を実施した．ここでは，奥村ほか

（2006）により群列ジオスライサー・ボーリング調査が実施され，沼池性細粒堆積層の撓曲変形から最近３

回の古地震イベントが識別されている．その後，近藤（2018）の再検討により，低角逆断層の推定，さらに

古いイベントを含めた５〜６回の古地震イベントと地震時上下変位量の復元が試みられている．今回は，逆断

層の存在を確定し，古地震イベント認定の信頼性を高めるため，深さ20〜25ｍまでのボーリングを４孔掘削

し，より詳細な断層変位・変形構造を明らかにした．ボーリングコアでは地表から深さ10〜15ｍに，東傾斜

20°程度の明瞭な低角逆断層が確認され，さらに深さ20ｍ前後に伏在する逆断層が新たに確認された．暫定的

な年代測定の結果，約12ｍの累積上下変位を示す細粒堆積層が約1.2万年前であることから，平均上下変位速

度は1.0mm/yrと推定される．今後，さらに年代測定を実施し，各イベントの発生年代や変位履歴を精緻化す

る． 

 

 

　なお，本研究の一部は，文部科学省委託事業「主要活断層帯から生じる連動型地震の発生予測へ向けた活断

層調査研究」の一環として実施した．関係各位に御礼申し上げます．
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